
鳥取県の地場産業である水産業は、県内人口の

高齢化に伴い減少傾向である。また、近年の海

水温の上昇から将来的な漁業に対する影響が懸

念されている。しかしながら、海には多様な微

生物や海藻、あるいは魚の廃棄部位の利活用な

ど、新たな視点で見ると多くの未利用資源に溢

れている。これまでに行った研究を基盤に鳥取

県の産業振興目指した取り組みを紹介したい。

演者：鳥取大学工学部化学バイオ系学科
准教授 八木寿梓（やぎ ひさし）

日時：２０１８年 ９月 ５日
１５：００～１６：００

場所：生物生産学部 C３１５

※本発表は、5研究科の共同セミナーとして認められます。

世話人 微生物機能学研究室 A711 藤井創太郎（4045）

鳥取県の地域資源を活かした
マリンバイオロジーの展開


